





















































































































【結果】 患者背景は男/女: 4/9, 年齢中央値（範囲）: 73歳（46～
89歳）, 組織型は腺癌12例, 非小細胞肺癌1例, 臨床病期は全例
stage IV, PS（ECOG） 0/1/2/3/4: 5/7/0/1/0, 治療効果は全例PR
で奏効率は100%, 有害事象の発現率（Grade3以上）は間質性肺炎
8.3%, 発疹8.3%, 肝障害8.3%で軽度であった。現在のところ9例
（69%）に再発を認め（脳: 4例, 肺: 4例, 骨: 2例, 胸膜: 2例）、無増
悪生存期間中央値は11ヵ月、転帰は生存7例、死亡6例、生存期
間中央値は13ヵ月であった。
【結語】EGFR遺伝子変異陽性肺癌に対する初回ゲフィチニブ療
法は有効であり安全である。
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